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公益社団法人 日本技術士会 

群馬県支部 支部長 山本 政雄 

（上下水道／総合技術監理部門） 

 

2021年７月より群馬県支部の支部長に就任いたしました。 

技術士会群馬県支部の活動は、コロナ過により一定の制約がありますが、2012年の発

足以来開催しているCPD活動も、会員や参加者の皆様のご協力のもと、Web開催等の工夫

をしながら行っております。 

こうした状況下においては、活動の制約はあるものの、「社会からの信頼を高め、産業の健

全な発展ならびに人々の幸せな生活の実現のために貢献する（技術士プロフェッション宣

言）」技術士の役割と期待がますます大きくなると考えます。 

私たち技術士は、人々が私たちに求めているものは何かを問い直し、地域経済や住民の

皆さまへの貢献を視野に活動する必要があると思っております。 

群馬県支部は、そのためにも技術士相互の研鑽と交流のために役立つよう活動を進めて

いきたいと考えます。 

 

ごあいさつ�

「 群馬県支部会報 」 

第 10 回全体会合 

■日 時：令和３年７月 16 日（金）  午後 14:30～15:00 

■場 所：Ｗeb による会議 

■次 第： 1 支部長挨拶 

        2 議  事  

(1)2020 年度事業報告 

(2)2020 年度決算報告 

(3)令和３年度事業計画について 

(4)令和３年度収支予算について 

(5)令和３年度群馬県支部組織運営体制について 

※議事内容は、特に異議なく報告されました。 
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第 10 回全体会合 

編集後記 

事業計画 

組 織 

 日本経済新聞「college edge」（7/14）に哲学者の野矢氏が「言葉の断面化、とても危ない」と指摘していました。 

「言葉と言葉をつないで議論できるようにするのが論理。論理力とは国語力であり、コミュニケーション能力・・・」。 

なるほど、科学のグローバル化によって、SNS 等を通じたコミュニケーションは、様々な可能性を高めました。しかし、 

その反面、切り出された単語や言葉が拡がってしまい、議論がかみ合わない様子をよく目にします。 

 自分の身近な場面を考えるとどうでしょう。家族に対して「おい！」、「あれがそうなって・・」、ちょっと意味が違うかもしれ

ませんが、これも危ない。自己研鑽あるのみ。論理力が重要な技術士ですからね。      （広報委員長 小池） 

■活動方針 

・地域密着型の積極的な技術士活動の促進による地域貢献 

・社会的ニーズに応え得る技術士の研鑽活動 

・技術士の更なる知名度向上 

   [全体会合（本会）、CPD セミナー：Web 講演会の実施、令和３年度役員会議、支部会報の発行等] 

■会員数：正会員 105 名、準会員 42 名 計 147 名（令和３年３月末現在） 


